
北部太平洋，日本海底棲生物調査

治

造

和

武

兼

英

永

田

弁

宮

沢

高

節

丸

長
H

奥

技

東

船

者当担

l 調査目的

木県日本海北部漁場における底ぴき網漁夢開発と底棲魚放の分布，移動状況を把握し.底びき

網漁業の発展に資すき‘。

E 調査内容
1.調査場所

2. 調査期間

本県日本海北部海域

昭和42年 12月26日~昭和 43年 5月民日

3. 調査項目及び方法

a.項 目 魚種別月別漁獲高。月別漁獲推移

操業海区gu.水深5JU漁獲高月別漁獲推移。
b.方主主 試験船東奥丸(38.35トγ}により 1綬ぴき底ぴき網漁法にて調査作

臨調査結果

東奥丸により昭和 42年 12月 26白から調査を開始した。本年度調査期間中における操業日

数は 22日で曳網回数 79回{内曳網不帝国数2日1総漁獲量は 7.188K9であった。

調査期間中における漁獲物の主な魚種組成立をぴに魚種別漁獲高は次のとおれである。

第 1 表

ーん r

魚 種 5J1j 1 2月 月 2 月 5 月 計 % 

タ ラ 11 ~ 1.134 ~ 2.857 K9 4125~ 4.41 4.5 K9 61.4 % 
--rー

タ コ 14.5 2 1 6 137 6(1 4，27 !' 5.94 

ア ン コ ウ 6 30 31 44!'i !' 12 

アプラツノヂメ 5 22(1 3!'i (1 57!' 7.99 I 
スグトクタラ 73 390 463 

タ ラ 44 198 242 3.44 

カ i/ d、-、 30 30 0.41 

ヤ 9 イ :Jr 34 93 1 27 1.76 

ヒ フ メ 142.5 142.5 1.98 

ノ4ノ{:h レイ 18 18 0.2 !'i 

イ ミノ モ チ 1.li 1.5 0.(12 

マ ガ レ イ 1 2 1 2 0.16 

、カナガi/ラ 26 1 26 0.36 

ノ、 タ ノ、タ 1 9 1 9 0.26 4 

そ の 他 4(1 48 守口 1 78 2. 4 7 

計 76.5 1，829 4，365 917.5 I 7.1 88 1 00 'Jiも
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" 第 2 表

( 42年 12月......43年 1月分 1

0;， 

30 

20 

1 0 

60 

40 

F 0 

魚 種 数 量|

タ ラ 1.145 K9' I 

タ コ 23 0.5 K9' 

ア シ つ ウ 5ιK9' 

アプラツノサ.メ 225 K9 

ス ケ ウ 73 K9 

タ フ 44 K9 

vー寸 ツ t、-、 30 K!;I 

ヤ リ イ カ 34 K9 

そ の 他 88 K!;I 

計 1.905，5 K9 

そ

の

他

ヤ
リ
イ
カ

コ

ツ

ペ

小

タ

ラ

ス
ケ
ト
ウ

ツ
ノ
ザ
メ

ア

プ

ラ

ア
シ
コ
ウ

魚タ タ

フ種コ

第 5 表
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第 4表 42年度.月別操業臼数，曳網回数.漁獲量及び 1曳網当り漁獲量

主ト〈 1 2月 月 2 月 5 月 計

操 業 日 数 1日 6 B 1 3日 2日 22日
一一一一ト一一一一一一一

曳 網 回 数 43同 77回
( )内は曳網不能回数

5回 2 1伊
( 2回}

8回
( 2開 l

漁 獲 量 76.5 K9 1.829K9 4，365 K9 91 7.5 K9 7，1 88 K9 

1曳網当り漁獲高 1 5.3 K9 87.09 K9 97 K9 1 14.6 8 K9 78.32均|

第 5 表

。 主要魚種号rT.年別.漁獲高.比較表

沿ぐ:
漁 獲 高 B 

4 1年度 42年度 A 

アプラツ-ノザメ 7，91 7 K9 573 K9 7.26% 

タ フ 2‘372 4，41 4.5 1 86.1 

ハタ ハタ 655 1 9 2.9 

スケトクダラ 447.5 463 1 0.34 

~ の 他 1、222 1 78 1.42 

計 12，61 3 5，649.5 44.77 

叉，本年度実施した調査の操業海I?<別.水深別漁獲高は第 1図の左おれでホる。

42年は 12月 2o日に初めて出漁し.例年ならば 12月下旬ごろから漁期に入るタラの横島ま

不振であった。

・魚体は小型のものが多心体長き e-40cmで漁場は鯵ケ沢港から NW/N 12-13浬，水深

325m-330mであった。

43年 1月に入り例年ならタラの主漁期に入るのであるが 5臼間出漁しただけで主な漁獲物はタ

ラ 1，134 K9. タコ 216 K9. アプラツノずメ 22(l K9等?ある。クラの魚体月 12 )jと余り変化

たかったが躍起:我に熟度が増してきた。

2月ば時化続きで 8[l i1'l出漁したが.漁場は鯵ケ沢~汁13矢島沖で) f~\穫の主体はタラ( 2， f1 e' 7 

K9 )であるが出来島沖ではヒラメ (14zK9)もt守.獲された。

5月は 21T]の調査で打切O. 日本海マスはえなわ漁業試験準備作業に取りかかった。

5月における主な漁獲物は小タラ.スケトウダラ等で例年;ill'.1漁獲が低下してきている。
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W考察

鯵ケ沢・深浦飾区における沖合底ぴき網漁業の現況についてみるわこ).1 -2年鯵ケ沢地区

では.タラ，アプラツノザメ.深補地区ではヒラメ.カレイ類が主な漁獲対象となっている。

文両地区の当業船左も.その年のアプラツノザメの漁獲如何によって経営面が支配されているよ

うである。

それだけにアプラツノヂメに依存するクエイトは大きく本年度.鯵ケ沢妙区で漁獲されたアプラ

グメは昭和 34年度以降最も多く. と).2-3年前終漁期にあらわれる雄ザメが本年度は例年よ

り早く 12月-1月に大量に水揚されたことは注目される。

このようなととから当業船のアプラツノヂメに対する期待ば大きし今後は回滋移動状況把握の

ため標識放流の実施並びに生態調査と併せて新漁場の開発を推進しなければならないと考えられ

る。
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